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藤沢市保健医療センター（公益財団法人藤沢市保健医療財団）における健康運動トレーニング事業 

 藤沢市保健医療財団は、「保健・医療・福祉」を連携して総合的に推進・発展させることを目的とし

て平成 5 年 10 月に設立。藤沢市医師会、藤沢市歯科医師会、藤沢市薬剤師会および藤沢市が出資し、

藤沢市保健医療センター(実施機関)を設立し運営母体としている。平成 23 年に公益財団に移行した。

当財団は第 3 セクター方式による運営形態をとり、「第 1 次国民健康づくり対策」で示された国民健康

づくりの施設である「健康増進センター」「市町村保健センター」とは運営形態は異なる。 

健康づくりトレーニング事業は、藤沢市保健医療センターの主要な事業の一つであり、健診事業との

連携により積極的な健康・保持増進の役割を担っている。設立時は、健康な人の健康保持増進（体力向

上など）を目的とされたが、時代の要請の変化とともに、生活習慣病予防・改善、介護予防目的の利用

者が増加した。平成 24年度の利用者738名の平均年齢は64.5歳であり、このうち高血圧 276名（38％）、

脂質異常症 419 名（57%）、糖尿病（耐糖能異常）85 名（12％）であった。このため医療専門職の知識・

経験が必要不可欠となっている。常勤内科医師 2 名が中心となり、他の専門職（健康運動指導士 6 名、

保健師、看護師、栄養士、理学療法士）とともに運営する。2 名の内科医師は、日本医師会認定健康ス

ポーツ医であり、主たる業務が健康づくりトレーニング事業および健診事業に関わるものである。 

 

施設内約２５０㎡のトレーニング室（図 1）において、健康増進を目的とした運動トレーニングが指

導される。対象者は前述の通り主として中高年～高齢者で、健康人および動脈硬化危険因子保有者であ

る。トレーニング参加者は、年１回のメディカルチェックが義務づけられる。メディカルチェックでは、

高血圧、脂質異常症、糖尿病（耐糖能異常）、肥満、喫煙習慣、貧血の有無、既往歴、家族歴、服薬歴、

安静時心電図を確認し、運動負荷テストを実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図 1 
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運動処方（表１）は運動負荷試験（自転車エルゴメータによる）時の血圧・心拍反応を参考にして、

有酸素運動（中等度）強度を推定する。 

メディカルチェック：診察およびメディカルチェック結果より、健康スポーツ医が運動参加の条件（可

否を含む）を判断する。 

費用：メディカルチェック（「体力度チェック」）費用（5,000 円、健診データ費用は別）＋施設利用

料（1 回 525 円） 

健康スポーツ医はメディカルチェック実施を起点として、年間を通じて施設内で運動を行う人の健康

管理を行う。この役割の核となるのが、週 1 回の健康支援会議である。同会議には医師、運動指導員、

保健師あるいは管理栄養士、看護科の各代表が出席し運動参加中に起こる医科学上の課題解決を図り、

その結果を情報共有して参加者の健康管理を行う。 

 

表１(表) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１(裏) 

 

 

 

 

  




